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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月10日(2014.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトＣＤ２７に結合する、単離されたヒトモノクローナル抗体またはヒト化モノクロー
ナル抗体であって、以下の性質のうちの少なくとも１つを呈する前記抗体：
　（ａ）１０－９Ｍ以下の平衡解離定数Ｋｄで、または代替として、１０＋９Ｍ－１以上
の平衡会合定数Ｋａで、ヒトＣＤ２７に結合する、
　（ｂ）１０μｇ／ｍＬの抗体濃度で、ＣＤ２７へのsＣＤ７０の結合を少なくとも約７
０％遮断する、
　（ｃ）３μｇ／ｍＬの抗体濃度および約６％のウサギ血清補体で、少なくとも１０％の
ＣＤ２７発現細胞の特異的補体媒介性細胞傷害性（ＣＤＣ）を誘発する、
　（ｄ）３μｇ／ｍＬの抗体濃度および７５：１のエフェクター細胞対標的細胞の比率で
、少なくとも１０％のＣＤ２７発現細胞の抗体依存性細胞媒介性細胞傷害性（ＡＤＣＣ）
特異的溶解を誘発する、
　（ｅ）腫瘍細胞（５×１０５個のＲａｊｉ細胞または１×１０６個のＤａｕｄｉ細胞）
のインビボ接種後の重症複合免疫不全症（ＳＣＩＤ）マウスにおいて、３週間にわたって
少なくとも週に２回、０．３ｍｇを投与（腹腔内）した場合に、抗体が投与されないマウ
スと比較して生存期間中央値を少なくとも２０％向上させる、
　（ｆ）ワクチンまたは内因性抗原と組み合わせてインビボで抗原特異的免疫応答を誘発
または増強する、
　（ｇ）ワクチンまたは内因性抗原と組み合わせてインビボで抗原特異的ＴＨ１免疫応答
を誘発または増強する、
　（ｈ）ワクチンまたは内因性抗原と組み合わせてインビボで抗原特異的Ｔ細胞の増殖ま
たは活性化を誘発または増強する、
　（ｉ）Ｔ細胞の増殖または活性化を低減または阻害する、
　（ｊ）同時の、別々の、または連続的なＴＣＲ活性化と組み合わせた場合に、Ｔ細胞活
性を誘発または増強する、
　（ｋ）１０μｇ／ｍＬの抗体濃度で、ＣＤ２７へのsＣＤ７０の結合を少なくとも約７
０％遮断し、かつＦｃ受容体に結合できないか、またはＦｃ受容体への結合が低減されて
いる場合に、Ｔ細胞活性を低減または阻害する、
　（ｌ）マカクにおいて、２９日間にわたって３ｍｇ／ｋｇで投与（静脈内）した場合に
、投与直後にＣＤ３＋Ｔ細胞（ＮＫ細胞以外）の減少が５０％を下回る結果となる、また
は
　（ｍ）マカクにおいて、２９日間にわたって３ｍｇ／ｋｇで投与（静脈内）した場合に
、投与直後に記憶Ｂ細胞の減少が５０％を下回る結果となる。
【請求項２】
　ヒトＣＤ２７に結合し、かつＣＤ８＋Ｔ細胞の増殖または活性化を誘発または増強する
、単離されたモノクローナル抗体。
【請求項３】
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　前記請求項のいずれか一項に記載の抗体を含む二重特異性分子であって、該抗体とは異
なる結合特異性を有する第２の分子と連結している前記二重特異性分子。
【請求項４】
　ヒトＣＤ２７に結合し、かつ以下を含む、単離されたモノクローナル抗体：
　（ｉ）配列番号３８を含む重鎖可変領域のＣＤＲ１、配列番号３９を含む重鎖可変領域
のＣＤＲ２、配列番号４０を含む重鎖可変領域のＣＤＲ３、配列番号４４を含む軽鎖可変
領域のＣＤＲ１、配列番号４５を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ２、および配列番号４６を含
む軽鎖可変領域のＣＤＲ３；
　（ｉｉ）配列番号５０を含む重鎖可変領域のＣＤＲ１、配列番号５１を含む重鎖可変領
域のＣＤＲ２、配列番号５２を含む重鎖可変領域のＣＤＲ３、配列番号５６を含む軽鎖可
変領域のＣＤＲ１、配列番号５７を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ２、および配列番号５８を
含む軽鎖可変領域のＣＤＲ３；
　（ｉｉｉ）配列番号１０４を含む重鎖可変領域のＣＤＲ１、配列番号１０５を含む重鎖
可変領域のＣＤＲ２、配列番号１０６を含む重鎖可変領域のＣＤＲ３、配列番号１１０を
含む軽鎖可変領域のＣＤＲ１、配列番号１１１を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ２、および配
列番号１１２を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ３；
　（ｉｖ）配列番号８６を含む重鎖可変領域のＣＤＲ１、配列番号８７を含む重鎖可変領
域のＣＤＲ２、配列番号８８を含む重鎖可変領域のＣＤＲ３、配列番号９２もしくは９８
を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ１、配列番号９３もしくは９９を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ
２、および配列番号９４もしくは１００を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ３；
　（ｖ）配列番号２６を含む重鎖可変領域のＣＤＲ１、配列番号２７を含む重鎖可変領域
のＣＤＲ２、配列番号２８を含む重鎖可変領域のＣＤＲ３、配列番号３２を含む軽鎖可変
領域のＣＤＲ１、配列番号３３を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ２、および配列番号３４を含
む軽鎖可変領域のＣＤＲ３；
　（ｖｉ）配列番号７４を含む重鎖可変領域のＣＤＲ１、配列番号７５を含む重鎖可変領
域のＣＤＲ２、配列番号７６を含む重鎖可変領域のＣＤＲ３、配列番号８０を含む軽鎖可
変領域のＣＤＲ１、配列番号８１を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ２、および配列番号８２を
含む軽鎖可変領域のＣＤＲ３；
　（ｖｉｉ）配列番号８を含む重鎖可変領域のＣＤＲ１、配列番号９を含む重鎖可変領域
のＣＤＲ２、配列番号１０を含む重鎖可変領域のＣＤＲ３、配列番号１４もしくは２０を
含む軽鎖可変領域のＣＤＲ１、配列番号１５もしくは２１を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ２
、および配列番号１６もしくは２２を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ３；または
　（ｖｉｉｉ）配列番号６２を含む重鎖可変領域のＣＤＲ１、配列番号６３を含む重鎖可
変領域のＣＤＲ２、配列番号６４を含む重鎖可変領域のＣＤＲ３、配列番号６８を含む軽
鎖可変領域のＣＤＲ１、配列番号６９を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ２、および配列番号７
０を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ３。
【請求項５】
　ヒトＣＤ２７に結合し、かつ以下を含む、単離されたモノクローナル抗体：
　（ａ）配列番号６、７、２４、２５、３６、３７、４８、４９、６０、６１、７２、７
３、８４、８５、１０２、および１０３から成る群から選択されるアミノ酸配列と少なく
とも９０％同一であるアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；または
　（ｂ）配列番号１２、１３、１８、１９、３０、３１、４２、４３、５４、５５、６６
、６７、７８、７９、９０、９１、９６、９７、１０８、および１０９から成る群から選
択されるアミノ酸配列と少なくとも９０％同一であるアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域。
【請求項６】
　ヒトＣＤ２７に結合し、かつ
　以下から成る群から選択されるアミノ酸配列と少なくとも９０％同一であるアミノ酸配
列を含む重鎖可変領域および／または軽鎖可変領域を含む、
単離されたモノクローナル抗体：
　（ａ）それぞれ、配列番号３７および／または４３、
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　（ｂ）それぞれ、配列番号４９および／または５５、
　（ｃ）それぞれ、配列番号１０３および／または１０９、
　（ｄ）それぞれ、配列番号８５および／または９１、
　（ｅ）それぞれ、配列番号８５および／または９７、
　（ｆ）それぞれ、配列番号２５および／または３１、
　（ｇ）それぞれ、配列番号７３および／または７９、
　（ｈ）それぞれ、配列番号７および／または１３、
　（ｉ）それぞれ、配列番号７および／または１９、ならびに
　（ｊ）それぞれ、配列番号６１および／または６７。
【請求項７】
　ヒトＣＤ２７への結合について競合するか、または請求項６に記載の抗体によって結合
されるエピトープに結合する、単離された抗体。
【請求項８】
　ヒトＣＤ２７に結合し、かつ
　（ａ）それぞれ、配列番号５および１１、
　（ｂ）それぞれ、配列番号５および１７、
　（ｃ）それぞれ、配列番号２３および２９、
　（ｄ）それぞれ、配列番号３５および４１、
　（ｅ）それぞれ、配列番号４７および５３、
　（ｆ）それぞれ、配列番号５９および６５、
　（ｇ）それぞれ、配列番号７１および７７、
　（ｈ）配列番号８３および８９、
　（ｉ）配列番号８３および９５、ならびに
　（ｊ）それぞれ、配列番号１０１および１０７
　から成る群から選択される核酸配列、または
　（ａ）～（ｊ）の核酸配列に対して少なくとも９０％の同一性を有する核酸配列
　によってコードされる重鎖可変領域および軽鎖可変領域を含む、
単離されたモノクローナル抗体。
【請求項９】
　前記請求項のいずれか一項に記載の抗体の重鎖可変領域および／または軽鎖可変領域を
コードするヌクレオチド配列を含む、発現ベクター。
【請求項１０】
　請求項９に記載の発現ベクターで形質転換された細胞。
【請求項１１】
　ヒト抗体、ヒト化抗体、またはキメラ抗体である、請求項１、２および４～８のいずれ
か一項に記載の抗体。
【請求項１２】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の抗体または二重特異性分子を含む、組成物。
【請求項１３】
　抗原に対する免疫応答を誘発または増強するのに有効な量の前記請求項のいずれか一項
に記載の抗体、組成物、または二重特異性分子を対象に投与することを含む、対象におけ
る抗原に対する免疫応答を誘発または増強するための、請求項１、２および４～８のいず
れか一項に記載の抗体。
【請求項１４】
　ＣＤ２７発現細胞の増殖を阻害するための、ＣＤ２７発現細胞の増殖を阻害するのに有
効な量の請求項１、２および４～８のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項１５】
　白血病、急性リンパ球性白血病、急性骨髄性白血病、骨髄芽球性白血病、前骨髄球性白
血病、骨髄単球性白血病、単球性白血病、赤白血病、慢性白血病、慢性骨髄性（顆粒球性
）白血病、慢性リンパ球性白血病、マントル細胞リンパ腫、原発性中枢神経系リンパ腫、
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バーキットリンパ腫、辺縁帯Ｂ細胞リンパ腫、真性多血症リンパ腫（Ｐｏｌｙｃｙｔｈｅ
ｍｉａ　ｖｅｒａ　Ｌｙｍｐｈｏｍａ）、ホジキン病、非ホジキン病、多発性骨髄腫、ワ
ルデンシュトレームマクログロブリン血症、重鎖病、固形腫瘍、肉腫および癌腫、線維肉
腫、粘液肉腫、脂肪肉腫、軟骨肉腫、骨原性肉腫、骨肉腫、脊索腫、血管肉腫、内皮肉腫
（ｅｎｄｏｔｈｅｌｉｏｓａｒｃｏｍａ）、リンパ管肉腫、リンパ管内皮肉腫（ｌｙｍｐ
ｈａｎｇｉｏｅｎｄｏｔｈｅｌｉｏｓａｒｃｏｍａ）、滑膜腫、中皮腫、ユーイング腫瘍
、平滑筋肉腫、横紋筋肉腫、結腸肉腫（ｃｏｌｏｎ　ｓａｒｃｏｍａ）、結腸直腸癌、膵
癌、乳癌、卵巣癌、前立腺癌、扁平上皮癌、基底細胞癌、腺癌、汗腺癌、脂腺癌、乳頭状
癌、乳頭状腺癌、嚢胞腺癌、髄様癌、気管支原性癌、腎細胞癌、ヘパトーマ、胆管癌、絨
毛癌、精上皮腫、胎児性癌、ウィルムス腫瘍、子宮頸癌、子宮癌、精巣腫瘍、肺癌、小細
胞肺癌、非小細胞肺癌、膀胱癌、上皮癌、神経膠腫、星状細胞腫、髄芽細胞腫、頭蓋咽頭
腫、上衣細胞腫、松果体腫、血管芽細胞腫、聴神経腫、乏突起細胞腫、髄膜腫、黒色腫、
神経芽細胞腫、網膜芽細胞腫、上咽頭癌、食道癌、基底細胞癌、胆道癌、膀胱癌、骨癌、
脳および中枢神経系（ＣＮＳ）癌、子宮頸癌、絨毛癌、結腸直腸癌、結合組織癌、消化器
系の癌、子宮体癌、食道癌、眼癌、頭頸部癌、胃癌、上皮内腫瘍、腎臓癌、喉頭癌、肝癌
、肺癌（小細胞、大細胞）、黒色腫、神経芽細胞腫、口腔癌（例えば、口唇、舌、口、お
よび咽頭）、卵巣癌、膵癌、網膜芽細胞腫、横紋筋肉腫、直腸癌、呼吸器系の癌、肉腫、
皮膚癌、胃癌、精巣癌、甲状腺癌、子宮癌、ならびに泌尿器系の癌から成る群から選択さ
れる癌の治療に使用するための、請求項１、２および４～８のいずれか一項に記載の抗体
。
【請求項１６】
　細菌、真菌、ウイルス、および寄生虫感染性の疾患から成る障害の群から選択される障
害の治療に使用するための、請求項１、２および４～８のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項１７】
　障害を有する対象における細胞上のＣＤ２７へのＣＤ７０の結合を阻害するための、請
求項１、２および４～８のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項１８】
　障害を有する個人におけるＴ細胞応答の下方制御に使用するための、請求項１、２およ
び４～８のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項１９】
　移植片拒絶反応、アレルギー、および自己免疫疾患から成る群から選択される障害の治
療に使用するための、請求項１、２および４～８のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項２０】
　自己免疫疾患が、多発性硬化症、関節リウマチ、１型糖尿病、乾癬、クローン病および
潰瘍性大腸炎等の他の炎症性腸疾患、全身性エリテマトーデス（ＳＬＥ）、自己免疫性脳
脊髄炎、重症筋無力症（ＭＧ）、橋本甲状腺炎、グッドパスチャー症候群、天疱瘡、グレ
ーブス病、自己免疫性溶血性貧血、自己免疫性血小板減少性紫斑病、抗コラーゲン抗体に
よる強皮症、混合性結合組織疾患、多発性筋炎、悪性貧血、特発性アジソン病、自己免疫
関連性の不妊、糸球体腎炎、半月体形成性糸球体腎炎、増殖性糸球体腎炎、水疱性類天疱
瘡、シェーグレン症候群、乾癬性関節炎、インスリン抵抗性、自己免疫性糖尿病、自己免
疫性肝炎、自己免疫性血友病、自己免疫性リンパ増殖症候群（ＡＬＰＳ）、自己免疫性肝
炎、自己免疫性血友病、自己免疫性リンパ増殖症候群、自己免疫性ブドウ膜網膜炎、ギラ
ン・バレー症候群、動脈硬化、ならびにアルツハイマー病から成る群から選択される、請
求項１９に記載の抗体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
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[本発明1001]
　ヒトＣＤ27に結合する、単離されたヒトモノクローナル抗体またはヒト化モノクローナ
ル抗体であって、以下の性質のうちの少なくとも1つを呈する前記抗体：
　（ａ）10μｇ／ｍＬの抗体濃度で、ＣＤ27へのsＣＤ70の結合を少なくとも約70％遮断
する、
　（ｂ）10－9Ｍ以下の平衡解離定数Ｋｄで、または代替として、10＋9Ｍ－1以上の平衡
会合定数Ｋａで、ヒトＣＤ27に結合する、
　（ｃ）3μｇ／ｍＬの抗体濃度および約6％のウサギ血清補体で、少なくとも10％のＣＤ
27発現細胞の特異的補体媒介性細胞傷害性（ＣＤＣ）を誘発する、
　（ｄ）3μｇ／ｍＬの抗体濃度および75：1のエフェクター細胞対標的細胞の比率で、少
なくとも10％のＣＤ27発現細胞の抗体依存性細胞媒介性細胞傷害性（ＡＤＣＣ）特異的溶
解を誘発する、
　（ｅ）腫瘍細胞（5×105個のＲａｊｉ細胞または1×106個のＤａｕｄｉ細胞）のインビ
ボ接種後の重症複合免疫不全症（ＳＣＩＤ）マウスにおいて、3週間にわたって少なくと
も週に2回、0．3ｍｇを投与（腹腔内）した場合に、抗体が投与されないマウスと比較し
て生存期間中央値を少なくとも20％向上させる、
　（ｆ）ワクチンまたは内因性抗原との組み合わせで、抗原特異的免疫応答を誘発または
増強する、
　（ｇ）ワクチンまたは内因性抗原との組み合わせで、抗原特異的ＴＨ1免疫応答を誘発
または増強する、
　（ｈ）ワクチンまたは内因性抗原との組み合わせで、抗原特異的Ｔ細胞の増殖または活
性化を誘発または増強する、
　（ｉ）Ｔ細胞の増殖または活性化を低減または阻害する、
　（ｊ）同時の、別々の、または連続的なＴＣＲ活性化と組み合わせた場合に、Ｔ細胞活
性を誘発または増強する、
　（ｋ）10μｇ／ｍＬの抗体濃度で、ＣＤ27へのsＣＤ70の結合を少なくとも約70％遮断
し、かつＦｃ受容体に結合できないか、またはＦｃ受容体への結合が低減されている場合
に、Ｔ細胞活性を低減または阻害する、
　（ｌ）マカクにおいて、29日間にわたって3ｍｇ／ｋｇで投与（静脈内）した場合に、
投与直後にＣＤ3＋Ｔ細胞（ＮＫ細胞以外）の減少が50％を下回る結果となる、または
　（ｍ）マカクにおいて、29日間にわたって3ｍｇ／ｋｇで投与（静脈内）した場合に、
投与直後に記憶Ｂ細胞の減少が50％を下回る結果となる。
[本発明1002]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ抗原に対する免疫応答を誘発または増強する、単離されたモ
ノクローナル抗体。
[本発明1003]
　ＴＨ1免疫応答を誘発または増強する、本発明1002の抗体。
[本発明1004]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ抗原に対する免疫応答を誘発または増強する、単離されたモ
ノクローナル抗体であって、Ｔ細胞の増殖または活性化を誘発または増強する前記抗体。
[本発明1005]
　ＣＤ8＋Ｔ細胞の増殖または活性化を誘発または増強する、本発明1004の抗体。
[本発明1006]
　細胞上のＣＤ27へのＣＤ70の結合をさらに阻害する、本発明1004または1005の抗体。
[本発明1007]
　配列番号37および／または43を含む、本発明1002～1006のいずれかの抗体。
[本発明1008]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ細胞上のＣＤ27へのＣＤ70の結合を有意には阻害しない、本
発明1002～1005のいずれかの抗体。
[本発明1009]
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　配列番号7、13、および／または19を含む、本発明1008の抗体。
[本発明1010]
　Ｆｃ受容体への有効な結合が可能なＦｃ領域を含む、本発明1002～1009のいずれかの抗
体。
[本発明1011]
　本発明1002～1010のいずれかの抗体を含む二重特異性分子であって、該抗体とは異なる
結合特異性を有する第2の分子と連結している前記二重特異性分子。
[本発明1012]
　第2の分子がＴ細胞受容体に結合する、本発明1011の二重特異性分子。
[本発明1013]
　Ｔ細胞受容体が、ＣＤ3、ＣＤ40、およびＣＤ25から成る群から選択される、本発明101
2の二重特異性分子。
[本発明1014]
　第2の分子がＦｃ受容体に結合する、本発明1011の二重特異性分子。
[本発明1015]
　第2の分子がＮＫ受容体に結合する、本発明1011の二重特異性分子。
[本発明1016]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ細胞上のＣＤ27へのＣＤ70の結合を阻害する、単離されたモ
ノクローナル抗体であって、10μｇ／ｍＬの抗体濃度で、ＣＤ27発現細胞へのsＣＤ70の
結合を少なくとも約70％阻害し、かつ抗原に対する免疫応答を阻害または低減する前記抗
体。
[本発明1017]
　Ｔ細胞の増殖または活性化を阻害または低減する、本発明1016の抗体。
[本発明1018]
　ＣＤ8＋Ｔ細胞の増殖または活性化を阻害または低減する、本発明1016または1017の抗
体。
[本発明1019]
　配列番号37、43、49、55、103、および／または109を含む、本発明1016～1018のいずれ
かの抗体。
[本発明1020]
　配列番号37および／または43を含む、本発明1016～1018のいずれかの抗体。
[本発明1021]
　機能的Ｆｃドメインを含まない断片である、本発明1016～1020のいずれかの抗体。
[本発明1022]
　Ｆｃ受容体への低減した結合を示すか、またはＦｃ受容体への結合を示さない変異Ｆｃ
領域を含む、本発明1016～1020のいずれかの抗体。
[本発明1023]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつエフェクター細胞機能を誘発または増強する、単離されたモ
ノクローナル抗体であって、10μｇ／ｍＬの抗体濃度で、ＣＤ27発現細胞のＡＤＣＣ特異
的溶解を少なくとも約40％誘発するか、または10μｇ／ｍＬの濃度で、ＣＤ27発現細胞の
補体媒介性細胞傷害性（ＣＤＣ）を少なくとも約40％誘発する前記抗体。
[本発明1024]
　配列番号61、67、85、91、97、37、43、49、55、19、49、55、103、および／または109
を含む、本発明1023の抗体。
[本発明1025]
　細胞上のＣＤ27へのＣＤ70の結合を阻害する、本発明1023～1024のいずれかの抗体。
[本発明1026]
　配列番号37、43、49、55、19、103、および／または109を含む、本発明1025の抗体。
[本発明1027]
　細胞上のＣＤ27へのＣＤ70の結合を阻害しない、本発明1023または1024の抗体。
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[本発明1028]
　配列番号61、67、85、91、97、7、13、および／または19を含む、本発明1027の抗体。
[本発明1029]
　配列番号37、43、7、13、および／または19を含む、本発明1028の抗体。
[本発明1030]
　完全長抗体である、本発明1023～1029のいずれかの抗体。
[本発明1031]
　Ｆｃ受容体に対する第2の結合特異性を備える、前記本発明のいずれかの抗体。
[本発明1032]
　ＣＤ27発現細胞がＢ細胞である、前記本発明のいずれかの抗体。
[本発明1033]
　ＣＤ27発現細胞がＴ細胞である、本発明1001～1031のいずれかの抗体。
[本発明1034]
　ＣＤ27発現細胞がＣＤ8＋Ｔ細胞である、本発明1001～1031のいずれかの抗体。
[本発明1035]
　ＣＤ27発現細胞が、Ｊｕｒｋａｔ細胞、Ｒａｊｉ細胞、Ｒａｍｏｓ細胞、およびＤａｕ
ｄｉ細胞から成る群から選択される、前記本発明のいずれかの抗体。
[本発明1036]
　ＣＤ27発現細胞が腫瘍細胞である、前記本発明のいずれかの抗体。
[本発明1037]
　ＩｇＧ1、ＩｇＧ2、ＩｇＧ3、ＩｇＧ4、ＩｇＭ、ＩｇＡ1、ＩｇＡ2、ＩｇＤ、およびＩ
ｇＥ抗体から成る群から選択される、前記本発明のいずれかの抗体。
[本発明1038]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ
　ヒト生殖系列ＶＨ3－7またはＶＨ3－33遺伝子由来の重鎖可変領域を含む、
単離されたモノクローナル抗体。
[本発明1039]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ
　ヒト生殖系列ＶＫ3－20、ＶＫ3－11、ＶＫ1Ｄ－16、またはＶＫ1－13遺伝子由来の軽鎖
可変領域を含む、
単離されたモノクローナル抗体。
[本発明1040]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ
　ヒト生殖系列ＶＨ3－7またはＶＨ3－33遺伝子由来の重鎖可変領域と、ヒト生殖系列Ｖ

Ｋ3－20、ＶＫ3－11、ＶＫ1Ｄ－16、またはＶＫ1－13遺伝子由来の軽鎖可変領域とを含む
、
単離されたモノクローナル抗体。
[本発明1041]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ
　ＣＤＲ1、ＣＤＲ2、およびＣＤＲ3の配列を含む重鎖可変領域と、ＣＤＲ1、ＣＤＲ2、
およびＣＤＲ3の配列を含む軽鎖可変領域とを含む、
単離されたモノクローナル抗体であって、
　該重鎖可変領域のＣＤＲ3の配列が、コンセンサス配列Ｒ（Ｇ，Ｅ，Ｄ）（Ｓ，Ｌ，Ｇ
，－）（Ｇ，Ｌ，Ｔ，Ｗ，－）（Ｎ，Ａ，Ｔ，Ｈ，－）（Ｖ，Ｔ，－）（Ｍ，Ｐ，－）（
Ｇ，Ｖ，－）（Ｒ，－）（Ｇ，Ｍ，－）（Ｄ，Ｈ，Ｌ，Ｔ，Ｗ）（Ａ，Ｇ，Ｎ，Ｗ）（Ｄ
，Ｆ，Ｖ，Ｙ）（Ｆ，Ｌ）（Ｄ，Ｅ）（Ｈ，Ｉ，Ｌ，Ｙ）（配列番号113）から選択され
るアミノ酸配列を含み、配列中、「－」は、そのコンセンサス位置にいかなるアミノ酸残
基も存在しないという選択肢を示す、
前記抗体。
[本発明1042]
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　軽鎖可変領域のＣＤＲ3の配列が、コンセンサス配列Ｑ（Ｆ，Ｒ，Ｙ）（Ｎ，Ｓ）（Ｎ
，Ｔ，Ｓ）（Ｙ，Ｗ）Ｐ（Ｆ，Ｌ，Ｐ，Ｒ）Ｔ（配列番号114）から選択されるアミノ酸
配列を含み、配列中、「－」は、そのコンセンサス位置にいかなるアミノ酸残基も存在し
ないという選択肢を示す、本発明1041の抗体。
[本発明1043]
　重鎖可変領域のＣＤＲ2の配列が、コンセンサス配列Ｉ（Ｋ，Ｗ）（Ｙ，Ｎ，Ｑ）Ｄ　
Ｇ　Ｓ（Ｅ，Ｎ）（Ｋ，Ｑ）（配列番号115）から選択されるアミノ酸配列を含み、配列
中、「－」は、そのコンセンサス位置にいかなるアミノ酸残基も存在しないという選択肢
を示し、軽鎖可変領域のＣＤＲ2の配列が、コンセンサス配列（Ａ，Ｄ）Ａ　Ｓ（配列番
号116）から選択されるアミノ酸配列を含む、本発明1042の抗体。
[本発明1044]
　重鎖可変領域のＣＤＲ1の配列が、コンセンサス配列Ｇ　Ｆ（Ｔ，Ｓ）（Ｆ，Ｌ）（Ｓ
，Ｎ）（Ｉ，Ｓ，Ｈ）（Ｙ，Ｈ）（配列番号117）から選択されるアミノ酸配列を含み、
軽鎖可変領域のＣＤＲ1の配列が、コンセンサス配列Ｑ（Ｄ，Ｇ，Ｓ）（Ｉ，Ｖ）（Ｄ，
Ｓ）（Ｒ，Ｓ）（Ａ，Ｗ，Ｙ）（配列番号118）から選択されるアミノ酸配列を含む、本
発明1043の抗体。
[本発明1045]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ
　以下から成る群から選択される重鎖可変領域および軽鎖可変領域のＣＤＲ1、ＣＤＲ2、
およびＣＤＲ3の配列を含む、
単離されたモノクローナル抗体：
　（ｉ）コンセンサス配列Ｇ　Ｆ（Ｔ，Ｓ）（Ｆ，Ｌ）（Ｓ，Ｎ）（Ｉ，Ｓ，Ｈ）（Ｙ，
Ｈ）（配列番号117）から選択されるアミノ酸配列を含む、重鎖可変領域のＣＤＲ1、
　（ｉｉ）コンセンサス配列Ｉ（Ｋ，Ｗ）（Ｙ，Ｎ，Ｑ）Ｄ　Ｇ　Ｓ（Ｅ，Ｎ）（Ｋ，Ｑ
）（配列番号115）から選択されるアミノ酸配列を含む、重鎖可変領域のＣＤＲ2、
　（ｉｉｉ）コンセンサス配列Ｒ（Ｇ，Ｅ，Ｄ）（Ｓ，Ｌ，Ｇ，－）（Ｇ，Ｌ，Ｔ，Ｗ，
－）（Ｎ，Ａ，Ｔ，Ｈ，－）（Ｖ，Ｔ，－）（Ｍ，Ｐ，－）（Ｇ，Ｖ，－）（Ｒ，－）（
Ｇ，Ｍ，－）（Ｄ，Ｈ，Ｌ，Ｔ，Ｗ）（Ａ，Ｇ，Ｎ，Ｗ）（Ｄ，Ｆ，Ｖ，Ｙ）（Ｆ，Ｌ）
（Ｄ，Ｅ）（Ｈ，Ｉ，Ｌ，Ｙ）（配列番号113）から選択されるアミノ酸配列を含む、重
鎖可変領域のＣＤＲ3、
　（ｉｖ）コンセンサス配列Ｑ（Ｄ，Ｇ，Ｓ）（Ｉ，Ｖ）（Ｄ，Ｓ）（Ｒ，Ｓ）（Ａ，Ｗ
，Ｙ）（配列番号118）から選択されるアミノ酸配列を含む、軽鎖可変領域のＣＤＲ1、
　（ｖ）コンセンサス配列（Ａ，Ｄ）Ａ　Ｓ（配列番号116）から選択されるアミノ酸配
列を含む、軽鎖可変領域のＣＤＲ2、
　（ｖｉ）コンセンサス配列Ｑ（Ｆ，Ｒ，Ｙ）（Ｎ，Ｓ）（Ｎ，Ｔ，Ｓ）（Ｙ，Ｗ）Ｐ（
Ｆ，Ｌ，Ｐ，Ｒ）Ｔ（配列番号114）から選択されるアミノ酸配列を含む、軽鎖可変領域
のＣＤＲ3、
　配列中、「－」は、そのコンセンサス位置にいかなるアミノ酸残基も存在しないという
選択肢を示す。
[本発明1046]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ
　ＣＤＲ1、ＣＤＲ2、およびＣＤＲ3の配列を含む重鎖可変領域および軽鎖可変領域を含
む、
単離されたモノクローナル抗体であって、
　（ａ）該重鎖可変領域のＣＤＲ3の配列が、配列番号10、28、40、52、64、76、88、106
、およびそれらの保存的アミノ酸配列改変体から成る群から選択されるアミノ酸配列を含
み、
　（ｂ）該軽鎖可変領域のＣＤＲ3の配列が、配列番号16、22、34、46、58、70、82、94
、100、112、およびそれらの保存的アミノ酸配列改変体から成る群から選択されるアミノ
酸配列を含む、
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前記抗体。
[本発明1047]
　重鎖可変領域のＣＤＲ2の配列が、配列番号9、27、39、51、63、75、87、105、および
それらの保存的アミノ酸配列改変体から成る群から選択されるアミノ酸配列を含み、軽鎖
可変領域のＣＤＲ2の配列が、配列番号15、21、33、45、57、69、81、93、99、111、およ
びそれらの保存的アミノ酸配列改変体から成る群から選択されるアミノ酸配列を含む、本
発明1046の抗体。
[本発明1048]
　重鎖可変領域のＣＤＲ1の配列が、配列番号8、26、38、50、62、74、86、104、および
それらの保存的アミノ酸配列改変体から成る群から選択されるアミノ酸配列を含み、軽鎖
可変領域のＣＤＲ1の配列が、配列番号14、20、32、44、56、68、80、92、98、110、およ
びそれらの保存的アミノ酸配列改変体から成る群から選択される、本発明1047の抗体。
[本発明1049]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ以下を含む、単離されたモノクローナル抗体：
　（ｉ）配列番号38を含む重鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号39を含む重鎖可変領域のＣＤＲ2、
　配列番号40を含む重鎖可変領域のＣＤＲ3、
　配列番号44を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号45を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ2、および
　配列番号46を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ3、
　（ｉｉ）配列番号50を含む重鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号51を含む重鎖可変領域のＣＤＲ2、
　配列番号52を含む重鎖可変領域のＣＤＲ3、
　配列番号56を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号57を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ2、および
　配列番号58を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ3、
　（ｉｉｉ）配列番号104を含む重鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号105を含む重鎖可変領域のＣＤＲ2、
　配列番号106を含む重鎖可変領域のＣＤＲ3、
　配列番号110を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号111を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ2、および
　配列番号112を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ3、
　（ｉｖ）配列番号86を含む重鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号87を含む重鎖可変領域のＣＤＲ2、
　配列番号88を含む重鎖可変領域のＣＤＲ3、
　配列番号92もしくは98を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号93もしくは99を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ2、および
　配列番号94もしくは100を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ3、
　（ｖ）配列番号26を含む重鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号27を含む重鎖可変領域のＣＤＲ2、
　配列番号28を含む重鎖可変領域のＣＤＲ3、
　配列番号32を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号33を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ2、および
　配列番号34を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ3、
　（ｖｉ）配列番号74を含む重鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号75を含む重鎖可変領域のＣＤＲ2、
　配列番号76を含む重鎖可変領域のＣＤＲ3、
　配列番号80を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号81を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ2、および
　配列番号82を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ3、
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　（ｖｉｉ）配列番号8を含む重鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号9を含む重鎖可変領域のＣＤＲ2、
　配列番号10を含む重鎖可変領域のＣＤＲ3、
　配列番号14もしくは20を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号15もしくは21を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ2、および
　配列番号16もしくは22を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ3、または
　（ｖｉｉｉ）配列番号62を含む重鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号63を含む重鎖可変領域のＣＤＲ2、
　配列番号64を含む重鎖可変領域のＣＤＲ3、
　配列番号68を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ1、
　配列番号69を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ2、および
　配列番号70を含む軽鎖可変領域のＣＤＲ3。
[本発明1050]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ
　配列番号6、7、24、25、36、37、48、49、60、61、72、73、84、85、102、および103か
ら成る群から選択されるアミノ酸配列と少なくとも90％同一であるアミノ酸配列を含む重
鎖可変領域を含む、
単離されたモノクローナル抗体。
[本発明1051]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ
　配列番号12、13、18、19、30、31、42、43、54、55、66、67、78、79、90、91、96、97
、108、および109から成る群から選択されるアミノ酸配列と少なくとも90％同一であるア
ミノ酸配列を含む軽鎖可変領域を含む、
単離されたモノクローナル抗体。
[本発明1052]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ
　以下から成る群から選択されるアミノ酸配列と少なくとも90％同一であるアミノ酸配列
を含む重鎖可変領域および軽鎖可変領域を含む、
単離されたモノクローナル抗体：
　（ａ）それぞれ、配列番号37および43、
　（ｂ）それぞれ、配列番号49および55、
　（ｃ）それぞれ、配列番号103および109、
　（ｄ）それぞれ、配列番号85および91、
　（ｅ）それぞれ、配列番号85および97、
　（ｆ）それぞれ、配列番号25および31、
　（ｇ）それぞれ、配列番号73および79、
　（ｈ）それぞれ、配列番号7および13、
　（ｉ）それぞれ、配列番号7および19、ならびに
　（ｊ）それぞれ、配列番号61および67。
[本発明1053]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ以下を含む、単離されたモノクローナル抗体：
　（ａ）配列番号37もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、重鎖可変領域、および配
列番号43もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、軽鎖可変領域、
　（ｂ）配列番号49もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、重鎖可変領域、および配
列番号55もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、軽鎖可変領域、
　（ｃ）配列番号103もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、重鎖可変領域、および
配列番号109もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、軽鎖可変領域、
　（ｄ）配列番号85もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、重鎖可変領域、および配
列番号91もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、軽鎖可変領域、
　（ｅ）配列番号85もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、重鎖可変領域、および配
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列番号97もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、軽鎖可変領域、
　（ｆ）配列番号25もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、重鎖可変領域、および配
列番号31もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、軽鎖可変領域、
　（ｇ）配列番号73もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、重鎖可変領域、および配
列番号79もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、軽鎖可変領域、
　（ｈ）配列番号7もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、重鎖可変領域、および配
列番号13もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、軽鎖可変領域、
　（ｉ）配列番号7もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、重鎖可変領域、および配
列番号19もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、軽鎖可変領域、または
　（ｊ）配列番号61もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、重鎖可変領域、および配
列番号67もしくはその保存的アミノ酸置換体を含む、軽鎖可変領域。
[本発明1054]
　ヒトＣＤ27への結合について本発明1052の抗体と競合する、単離された抗体。
[本発明1055]
　本発明1052の抗体によって結合されるエピトープ
に結合する、単離された抗体。
[本発明1056]
　ヒト抗体またはヒト化抗体である、前記本発明のいずれかの抗体。
[本発明1057]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ
　以下を含む重鎖可変領域および軽鎖可変領域を含む抗体と、結合について競合する、
単離された抗体：
　（ａ）それぞれ、配列番号37および43、
　（ｂ）それぞれ、配列番号49および55、
　（ｃ）それぞれ、配列番号103および109、
　（ｄ）それぞれ、配列番号85および91、
　（ｅ）それぞれ、配列番号85および97、
　（ｆ）それぞれ、配列番号25および31、
　（ｇ）それぞれ、配列番号73および79、
　（ｈ）それぞれ、配列番号7および13、
　（ｉ）それぞれ、配列番号7および19、または
　（ｊ）それぞれ、配列番号61および67。
[本発明1058]
　以下を含む重鎖可変領域および軽鎖可変領域を含む抗体によって結合されるヒトＣＤ27
上のエピトープ
に結合する、単離された抗体：
　（ａ）それぞれ、配列番号37および43、
　（ｂ）それぞれ、配列番号49および55、
　（ｃ）それぞれ、配列番号103および109、
　（ｄ）それぞれ、配列番号85および91、
　（ｅ）それぞれ、配列番号85および97、
　（ｆ）それぞれ、配列番号25および31、
　（ｇ）それぞれ、配列番号73および79、
　（ｈ）それぞれ、配列番号7および13、
　（ｉ）それぞれ、配列番号7および19、または
　（ｊ）それぞれ、配列番号61および67。
[本発明1059]
　ヒトＣＤ27に結合し、かつ
　（ａ）それぞれ、配列番号5および11、
　（ｂ）それぞれ、配列番号5および17、
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　（ｃ）それぞれ、配列番号23および29、
　（ｄ）それぞれ、配列番号35および41、
　（ｅ）それぞれ、配列番号47および53、
　（ｆ）それぞれ、配列番号59および65、
　（ｇ）それぞれ、配列番号71および77、
　（ｈ）配列番号83および89、
　（ｉ）配列番号83および95、ならびに
　（ｊ）それぞれ、配列番号101および107
　から成る群から選択される核酸配列、または
　（ａ）～（ｊ）の核酸配列に対して少なくとも90％の同一性を有する核酸配列
　によってコードされる重鎖可変領域および軽鎖可変領域を含む、
単離されたモノクローナル抗体。
[本発明1060]
　本発明1050または1051のヒトＣＤ27に結合する抗体の軽鎖、重鎖、または軽鎖および重
鎖双方の可変領域をコードするヌクレオチド配列を含む、発現ベクター。
[本発明1061]
　本発明1060の発現ベクターで形質転換された細胞。
[本発明1062]
　ＩｇＧ1、ＩｇＧ2、ＩｇＧ3、ＩｇＧ4、ＩｇＭ、ＩｇＡ1、ＩｇＡ2、ＩｇＡｓｅｃ、Ｉ
ｇＤ、およびＩｇＥ抗体から成る群から選択される、本発明1001～1010または本発明1016
～1059のいずれかの抗体。
[本発明1063]
　ヒト抗体、ヒト化抗体、またはキメラ抗体である、本発明1001～1010または本発明1016
～1059のいずれかの抗体。
[本発明1064]
　本発明1001～1059のいずれかの抗体または二重特異性分子と、担体とを含む、組成物。
[本発明1065]
　アジュバントをさらに含む、本発明1064の組成物。
[本発明1066]
　免疫賦活剤をさらに含む、本発明1064または1065の組成物。
[本発明1067]
　免疫賦活剤が、ＣＤ40リガンド、ＦＬＴ3リガンド、サイトカイン、コロニー刺激因子
、抗ＣＴＬＡ－4抗体、ＬＰＳ（エンドトキシン）、ｓｓＲＮＡ、ｄｓＲＮＡ、カルメッ
ト－ゲラン桿菌（ＢＣＧ）、塩酸レバミソール、静注用免疫グロブリン、およびトール様
受容体（ＴＬＲ）作動薬から成る群から選択される、本発明1066の組成物。
[本発明1068]
　トール様受容体作動薬が、ＴＬＲ3作動薬、ＴＬＲ4作動薬、ＴＬＲ5作動薬、ＴＬＲ7作
動薬、ＴＬＲ8作動薬、およびＴＬＲ9作動薬から成る群から選択される、本発明1067の組
成物。
[本発明1069]
　免疫抑制剤をさらに含む、本発明1064の組成物。
[本発明1070]
　別の抗体をさらに含む、本発明1064の組成物。
[本発明1071]
　抗原をさらに含む、本発明1064の組成物。
[本発明1072]
　抗原が病原体の成分を含む、本発明1071の組成物。
[本発明1073]
　抗原が、腫瘍抗原、アレルゲン、または自己抗原を含む、本発明1071の組成物。
[本発明1074]
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　抗原が腫瘍抗原を含む、本発明1071の組成物。
[本発明1075]
　腫瘍抗原が、βｈＣＧ、ｇｐ100またはＰｍｅｌ17、ＨＥＲ2／ｎｅｕ、ＷＴ1、メソテ
リン、ＣＥＡ、ｇｐ100、ＭＡＲＴ1、ＴＲＰ－2、ｍｅｌａｎ－Ａ、ＮＹ－ＥＳＯ－1、Ｎ
Ｙ－ＢＲ－1、ＮＹ－ＣＯ－58、ＭＮ（ｇｐ250）、イディオタイプ、ＭＡＧＥ－1、ＭＡ
ＧＥ－3、ＭＡＧＥ－Ａ3、チロシナーゼ、テロメラーゼ、ＳＳＸ2抗原、ＭＵＣ－1抗原、
および生殖細胞由来の腫瘍抗原から成る群から選択される、本発明1074の組成物。
[本発明1076]
　抗原に対する免疫応答を誘発または増強するのに有効な量の前記本発明のいずれかの抗
体、組成物、または二重特異性分子を対象に投与することを含む、対象における抗原に対
する免疫応答を誘発または増強するための方法。
[本発明1077]
　抗体が、細胞上のＣＤ27へのＣＤ70の結合を阻害する、本発明1077の方法。
[本発明1078]
　抗体が配列番号37および／または43を含む、本発明1077の方法。
[本発明1079]
　抗体が、細胞上のＣＤ27へのＣＤ70の結合を阻害しない、本発明1076の方法。
[本発明1080]
　抗体が配列番号7、13、および／または19を含む、本発明1079の方法。
[本発明1081]
　抗体が完全長抗体である、本発明1076～1080のいずれかの方法。
[本発明1082]
　ＣＤ27発現細胞と、ＣＤ27発現細胞の増殖を阻害するのに有効な量の前記本発明のいず
れかの抗体または組成物とを接触させることを含む、ＣＤ27発現細胞の増殖を阻害する方
法。
[本発明1083]
　細胞を、エフェクター細胞の存在下、標的細胞の抗体依存性細胞介在性細胞傷害性（Ａ
ＤＣＣ）を誘発するのに十分な条件下で抗体と接触させる、本発明1082の方法。
[本発明1084]
　抗体が、10μｇ／ｍＬの濃度で、ＣＤ27発現細胞のＡＤＣＣ媒介性特異的溶解を少なく
とも約40％誘発し、かつ配列番号61、67、85、91、97、37、および／または43を含む、本
発明1083の方法。
[本発明1085]
　細胞を、該細胞のＣＤＣを誘発するのに十分な条件下で抗体と接触させる、本発明1082
の方法。
[本発明1086]
　抗体が、10μｇ／ｍＬの濃度で、ＣＤ27発現細胞のＣＤＣを少なくとも約40％誘発し、
かつ配列番号7、13、19、49、55、103、および／または109を含む、本発明1085の方法。
[本発明1087]
　抗体が、ヒトＣＤ27に結合し、かつ細胞上のＣＤ27へのＣＤ70の結合を遮断または防止
する、本発明1082の方法。
[本発明1088]
　抗体が配列番号37、43、7、13、19、103、および／または109を含む、本発明1087の方
法。
[本発明1089]
　抗体が、ヒトＣＤ27に結合し、かつ細胞上のＣＤ27へのＣＤ70の結合を遮断または防止
しない、本発明1082の方法。
[本発明1090]
　抗体が配列番号61、67、85、91、97、7、13、および／または19を含む、本発明1089の
方法。
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[本発明1091]
　抗体が配列番号37、43、7、13、および／または19を含む、本発明1082の方法。
[本発明1092]
　抗体が完全長抗体である、本発明1082～1091のいずれかの方法。
[本発明1093]
　抗体が、Ｆｃ受容体に対する第2の結合特異性を備える、本発明1082～1091のいずれか
の方法。
[本発明1094]
　細胞が腫瘍細胞である、本発明1082～1091のいずれかの方法。
[本発明1095]
　障害が、白血病、急性リンパ球性白血病、急性骨髄性白血病、骨髄芽球性白血病、前骨
髄球性白血病、骨髄単球性白血病、単球性白血病、赤白血病、慢性白血病、慢性骨髄性（
顆粒球性）白血病、慢性リンパ球性白血病、マントル細胞リンパ腫、原発性中枢神経系リ
ンパ腫、バーキットリンパ腫および辺縁帯Ｂ細胞リンパ腫、真性多血症リンパ腫（Ｐｏｌ
ｙｃｙｔｈｅｍｉａ　ｖｅｒａ　Ｌｙｍｐｈｏｍａ）、ホジキン病、非ホジキン病、多発
性骨髄腫、ワルデンシュトレームマクログロブリン血症、重鎖病、固形腫瘍、肉腫、およ
び癌腫、線維肉腫、粘液肉腫、脂肪肉腫、軟骨肉腫、骨原性肉腫、骨肉腫、脊索腫、血管
肉腫、内皮肉腫（ｅｎｄｏｔｈｅｌｉｏｓａｒｃｏｍａ）、リンパ管肉腫、リンパ管内皮
肉腫（ｌｙｍｐｈａｎｇｉｏｅｎｄｏｔｈｅｌｉｏｓａｒｃｏｍａ）、滑膜腫、中皮腫、
ユーイング腫瘍、平滑筋肉腫、横紋筋肉腫、結腸肉腫（ｃｏｌｏｎ　ｓａｒｃｏｍａ）、
結腸直腸癌、膵癌、乳癌、卵巣癌、前立腺癌、扁平上皮癌、基底細胞癌、腺癌、汗腺癌、
脂腺癌、乳頭状癌、乳頭状腺癌、嚢胞腺癌、髄様癌、気管支原性癌、腎細胞癌、ヘパトー
マ、胆管癌、絨毛癌、精上皮腫、胎児性癌、ウィルムス腫瘍、子宮頸癌、子宮癌、精巣腫
瘍、肺癌、小細胞肺癌、非小細胞肺癌、膀胱癌、上皮癌、神経膠腫、星状細胞腫、髄芽細
胞腫、頭蓋咽頭腫、上衣細胞腫、松果体腫、血管芽細胞腫、聴神経腫、乏突起細胞腫、髄
膜腫、黒色腫、神経芽細胞腫、網膜芽細胞腫、上咽頭癌、食道癌、基底細胞癌、胆道癌、
膀胱癌、骨癌、脳および中枢神経系（ＣＮＳ）癌、子宮頸癌、絨毛癌、結腸直腸癌、結合
組織癌、消化器系の癌、子宮体癌、食道癌、眼癌、頭頸部癌、胃癌、上皮内腫瘍、腎臓癌
、喉頭癌、肝癌、肺癌（小細胞、大細胞）、黒色腫、神経芽細胞腫、口腔癌（例えば、口
唇、舌、口、および咽頭）、卵巣癌、膵癌、網膜芽細胞腫、横紋筋肉腫、直腸癌、呼吸器
系の癌、肉腫、皮膚癌、胃癌、精巣癌、甲状腺癌、子宮癌、ならびに泌尿器系の癌から成
る群から選択される癌である、本発明1082の方法。
[本発明1096]
　障害が、慢性リンパ球性白血病、マントル細胞リンパ腫、原発性中枢神経系リンパ腫、
バーキットリンパ腫、および辺縁帯Ｂ細胞リンパ腫から成る群から選択される癌である、
本発明1082の方法。
[本発明1097]
　障害が、細菌、真菌、ウイルス、および寄生虫感染性の疾患から成る障害の群から選択
される、本発明1082の方法。
[本発明1098]
　前記本発明のいずれかの抗体、二重特異性分子、または組成物を対象に投与することに
よる、障害を有する対象における細胞上のＣＤ27へのＣＤ70の結合を阻害する方法。
[本発明1099]
　前記本発明のいずれかの抗体、二重特異性分子、または組成物を対象に投与することに
よる、障害を有する個人におけるＴ細胞応答を下方制御する方法。
[本発明1100]
　配列番号37、43、49、55、103、および／または109を含む抗体が対象に投与される、本
発明1098の方法。
[本発明1101]
　抗体が配列番号37および／または43を含む、本発明1100の方法。
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[本発明1102]
　抗体がＦａｂ断片である、本発明1098～1101のいずれかの方法。
[本発明1103]
　抗体が変異Ｆｃ領域を含む、本発明1098～1101のいずれかの方法。
[本発明1104]
　障害が、移植片拒絶反応、アレルギー、および自己免疫疾患から成る群から選択される
、本発明1098～1101のいずれかの方法。
[本発明1105]
　自己免疫疾患が、多発性硬化症、関節リウマチ、1型糖尿病、乾癬、クローン病および
潰瘍性大腸炎等の他の炎症性腸疾患、全身性エリテマトーデス（ＳＬＥ）、自己免疫性脳
脊髄炎、重症筋無力症（ＭＧ）、橋本甲状腺炎、グッドパスチャー症候群、天疱瘡、グレ
ーブス病、自己免疫性溶血性貧血、自己免疫性血小板減少性紫斑病、抗コラーゲン抗体に
よる強皮症、混合性結合組織疾患、多発性筋炎、悪性貧血、特発性アジソン病、自己免疫
関連性の不妊、糸球体腎炎、半月体形成性糸球体腎炎、増殖性糸球体腎炎、水疱性類天疱
瘡、シェーグレン症候群、乾癬性関節炎、インスリン抵抗性、自己免疫性糖尿病、自己免
疫性肝炎、自己免疫性血友病、自己免疫性リンパ増殖症候群（ＡＬＰＳ）、自己免疫性肝
炎、自己免疫性血友病、自己免疫性リンパ増殖症候群、自己免疫性ブドウ膜網膜炎、ギラ
ン・バレー症候群、動脈硬化、ならびにアルツハイマー病から成る群から選択される、本
発明1104の方法。
[本発明1106]
　生物学的試料中のＣＤ27の存在または非存在を検出するための方法であって、
　（ａ）生物学的試料と、検出可能な物質で標識されている本発明1001～1010または本発
明1016～1059のいずれかの抗体とを接触させることと、
　（ｂ）ＣＤ27に結合した該抗体を検出し、それによって、該生物学的試料中のＣＤ27の
存在または非存在を検出することと
を含む前記方法。
[本発明1107]
　ｉ）ヒト抗ＣＤ27抗体またはヒト化抗ＣＤ27抗体、および
　ｉｉ）抗原
を対象に投与することによる、該抗原に対する免疫応答をそれを必要とする対象において
増強するための方法であって、
　該抗ＣＤ27抗体が、該抗原とは別々に、かつ該抗原が投与される前に投与される、
前記方法。
[本発明1108]
　抗ＣＤ27抗体が、抗原の少なくとも2時間前に投与される、本発明1107の方法。
[本発明1109]
　抗ＣＤ27抗体が、抗原の少なくとも12時間前に投与される、本発明1107の方法。
[本発明1110]
　抗ＣＤ27抗体が、抗原の少なくとも24時間前に投与される、本発明1107の方法。
[本発明1111]
　抗ＣＤ27抗体が、抗原の少なくとも48時間前に投与される、本発明1107の方法。
[本発明1112]
　抗ＣＤ27抗体が、抗原の少なくとも72時間前に投与される、本発明1107の方法。
[本発明1113]
　抗ＣＤ27抗体が、抗原の少なくとも2時間前～96時間前に投与される、本発明1107の方
法。
[本発明1114]
　ｉ）ヒト抗ＣＤ27抗体またはヒト化抗ＣＤ27抗体、
　ｉｉ）ＴＬＲ作動薬、および
　ｉｉｉ）任意で、抗原
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を対象に同時に、別々に、または連続的に投与することによる、該抗原に対する免疫応答
をそれを必要とする対象において増強するための方法。
[本発明1115]
　ＴＬＲ作動薬がＴＬＲ3作動薬である、本発明1114の方法。
[本発明1116]
　ＴＬＲ作動薬がポリＩＣ：ＬＣである、本発明1114の方法。
　本発明の他の特徴および利点は、以下の発明を実施するための形態および特許請求の範
囲から明らかになるであろう。
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